
 

 

しごと能力研究学会第 10回全国大会プログラム 

統一論題：アートのしごと能力 

会期 2017 年 11 月 25 日(土)、26 日(日) 

会場 就実大学 

〒703-8516 岡山県岡山市中区西川原 1-6-1  

TEL：086-271-8111  
大会受付開始 11 月 25 日  9 時 30 分 S 館 1F  S101 室前 

【アクセス】 

 
大会参加費 5,000円 懇親会費 6,000 円（大学院生 5,000円） 

（年会費の当日支払も申し受けます。受付にてお申し出ください。）   

 年会費・一般会員：8,000円、年会費・学生会員：5,000円 

 

しごと能力研究学会第 10回全国大会実行委員会  

杉山 慎策  (委員長・就実大学副学長・経営学部長)  

日置 弘一郎(京都大学名誉教授・公立鳥取環境大学教授) 

江   向華  (就実大学・准教授) 

関   千里  (愛知学院大学・准教授) 

寺本 佳苗  (就実大学・准教授) 

松谷 葉子  (相愛大学・准教授) 

八巻 惠子  (就実大学・准教授)  

http://www.shujitsu.ac.jp/wp-content/uploads/2012/01/b64d4bbc3885e4e04b73a91394aadd912.jpg


 

11 月 25 日（土）Ｓ館１階（学会事務局 S106） 

時間 区分 内容 

10：30 

～ 

11：20 

自由論題 

 

【発表:30 分; 

コメンテータ

ー:10 分;質疑 

応答:10 分】 

  

A 会場(S511) 

報告者：奥野 明子 (甲南大学) 

【雇用と自営の狭間にある働き方】 

― ヤクルトレディの働き方からみえるもの ― 

司会：横山 和子 (東洋学園大学) 

コメンテーター：友利 厚夫 (明海大学) 

 

B 会場(S512) 

報告者：関 朋昭 (名寄市立大学) 

【しごとにおけるブラック問題について】 

― 学校の教員に着目して ―          

司会：福留 浩太郎 (㈱グローバル・リーチ) 

コメンテーター：熊谷 善彰 (早稲田大学) 

 

C 会場(S513) 

報告者：二神 常爾 (聖学院大学) 

【調査からみた、留学生の大学院でのしごと能力獲得と 

就職の動向について】    

司会：丹羽 浩正 (八戸学院大学) 

コメンテーター：酒井 久雄 (エリーパワー㈱) 

 

D 会場(S514) 

報告者：寺本 佳苗 (就実大学) 

【紛争鉱物問題をめぐる組織間の連携】 

司会：森 康郎 (早稲田大学) 

コメンテーター：井上 博文 (東洋大学) 

11：25 

～ 

12：15 

投資教育 

セッション 

Ｆ会場(S101) 

①投資教育研究中間報告 (早稲田大学) 

報告者：藁谷 友紀、熊谷 善彰、山本 訓史、大野 貴洋、 

松尾 優治 (早稲田大学)、浜崎 祐一郎 (みずほ証券) 

 

②学会誌特集号報告・ディスカッション 

 

全体司会：河野 憲嗣 (大分大学) 

12:15 

～13:15 

理事会 

（昼食） 

E 会場(S106) 

理事会（昼食） 



 

11 月 25 日（土）Ｓ館１階（学会事務局 S106） 

時間 区分 内容 

13:20 

～ 

13:30 

開会 

F 会場(S101) 

開会の辞 大会実行委員長  杉山 慎策 (就実大学経営学部長) 

 

しごと能力研究学会会長 藁谷 友紀 (早稲田大学) 

13:30 

～ 

14:20 

テーマ 

セッションⅠ 

F 会場(S101) 

報告者：大木 裕子 (東洋大学) 

【製品高度化のメカニズム－技術とアートを融合させる 

プロデューサーの役割】 

司会：杉山 慎策 (就実大学) 

14:20 

～ 

15:20 

 

 

 

 

 

 

15:20 

～ 

16:30 

 

 

 

シンポジウム 

 

 

 

 

 

 

 

パネル 

ディスカッシ

ョン 

 

 

 

F 会場(S101) 

 

報告１ 【林原美術館における事業継承とアートの仕事能力】 

谷一 尚  氏  (一般財団法人 林原美術館館長) 

   

報告 2  【ベネッセアートサイト直島から瀬戸内国際芸術祭へ】 

金代 健次郎氏 (ベネッセアートサイト直島副代表・公益財団   

福武財団事務局長・株式会社直島文化村顧問) 

 

報告 3 【MUSEUM と街 大原美術館の事例】 

柳沢 秀行 氏 (公益財団法人 大原美術館・学芸課長・  

プログラムコーディネーター) 

 

パネルディスカッション 

パネラー： 

谷一 尚   氏 (一般財団法人 林原美術館館長) 

金代 健次郎氏 (ベネッセアートサイト直島副代表・公益財団福武

財団事務局長・株式会社直島文化村顧問) 

柳沢 秀行  氏 (公益財団法人大原美術館・学芸課長・プログラム

コーディ―ネーター) 

 

全体司会：日置 弘一郎 (公立鳥取環境大学) 

16:35 

～17:00 
総会 

F 会場(S101) 

会員総会 

17:15 

～ 
懇親会 V 館 B1 カフェテリア（学内） 



 

11 月 26 日（日）Ｓ館１階（学会事務局 S106） 

時間 区分 内容 

9:20 

～ 

10:10 

自由論題 

 

【発表:30 分; 

コメンテータ

ー:10 分;質疑 

応答:10 分】 

 

A 会場(S511) 

報告者：永谷 稔 (北海学園大学大学院) 

【余暇・レジャーの変容と体育・スポーツの関わり】 

―戦前から戦後近年までの社会情勢変化から― 

司会：松尾 優治 (早稲田大学) 

コメンテーター：高梨 博和 (荒川区) 

 

B 会場(S512) 

報告者：李 超 (近畿大学) 

【チームビルディングにおけるリーダーの役割】 

司会：大河原利之 (アインス㈱) 

コメンテーター：戸崎 肇 (首都大学東京) 

 

C 会場(S513) 

報告者：大塚 祐一 (麗澤大学大学院) 

【CSV(共通価値創造)における“価値”の再考】 

―徳倫理学からの検討― 

司会：関 千里 (愛知学院大学) 

コメンテーター：渡辺 剛志 (プルータス・コンサルティング) 

 

D 会場(S514) 

報告者：ハン ヨウ (東洋学園大学) 

【日本企業の海外派遣前研修に関する研究】 

―大企業の取組から中小企業への示唆― 

司会：浜崎 祐一郎 (みずほ証券) 

コメンテーター：二神 常爾 (聖学院大学) 

 

10:20 

～ 

11:10 

 

11:10 

～ 

12：

20 

継続課題 

（AI） 

セッション 

F 会場(S101) 

報告者：山中 脩也 (明星大学/早稲田大学) 

【第四次産業革命後を見据えた各地域における 

情報教育体制構築の提言】 

 

〈基調報告〉報告者：鷲崎 弘宜 (早稲田大学) 

【IoT/クラウド/ビッグデータ/AI に関する 

文科省 社会人教育プログラム】 

 

全体司会：松原 敏浩 (愛知学院大学) 



 

11 月 26 日（日）Ｓ館１階（学会事務局 S106） 

時間 区分 内容 

12:20 

～ 

13:20 

昼食・ 

編集委員会 

E 会場(S106)  

理事会（機関誌編集委員会） 

 

13:20 

～ 

13:50 

 

13:50 

～ 

14:20 

 

テーマ 

セッション

Ⅱ 

F 会場(S101) 

報告者：賈 鍾壽 (就実大学) 

【歴史遺産の果たす役割】 

 

 

報告者：松谷 葉子 (相愛大学) 

【音楽と IT としごと能力】 

 

全体司会：澤野 雅彦 (北海学園大学) 

14:20  閉会の挨拶 

 

 

 

大会関連情報（11 月 25 日、26 日共通情報） 

宿泊情報 

①岡山プラザホテル（就実大学・後楽園まで徒歩 5 分） 

②東横イン（岡山駅東口／西口）  ③ダイワロイネット岡山駅前 他 

※空室状況については各自お調べ戴ければ幸いです。 

《プログラム》 

・プログラム表中の太枠はセッションとシンポジウムを示します。 

・パネリスト、司会、コメンテーターは調整中のものもあります。 

・更新状況については、随時ホームページにアップいたします。 

《ゲート開錠》 25 日、26 日ともに、正門および西門 

《昼食》 

◎両日とも、昼食は周りの食堂、レストラン、コンビニにて各自お取りくだ

さい（25 日（土）のみ学食・教職員食堂の利用が可能です）。 

 

＜ご参考：26 日（日）営業の近隣飲食店＞ 

◆シークカフェ（薬学部正門の向い側）、◆すし一、◆Familymart 

・シークカフェ：岡山市中区西川原 1-4-9  TEL：086‐271‐7238 

・すし一：   岡山市西川原 1‐2‐19‐5 TEL：086-273-6364 

以 上  


